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＊ 編 集 後 記 ＊ 

日本は地震を含め，自然災害が多く発生している国ですがが，近年では酷暑に加え大型台風や

ゲリラ豪雨による災害が多発しており，これらに対するジオシンセティックスの利用も検討課題

もあるかと思います。本号は，「発泡ジオシンセティックス」をテーマに関係各所の皆様ひご執筆

いただきました。 

冒頭の展望では，安原一哉先生に「発泡ジオシンセティックス（FGS）」と題してご執筆いた

だきました。EPS をはじめ，発泡ウレタン等に関する工法や現在求められている社会的な背景を

踏まえた内容で構成されております。ぜひご一読いただきたいと思います。 

技術報文では，発泡ジオシンセティックスに関連して「現場発泡ウレタンによるトンネル覆工

背面の空洞充填」，「フォームサポート工法」，「EPS 盛土の災害と対策案について」，「地下水位が

高い国道工事における浮力対策の施工事例」，「EPS 盛土の地震時挙動に対する実験及び解析」の

5 編についてご執筆いただいた。各内容とも貴重な実験および検討を行った結果が報告されてい

るため，ご一読いただきたいと思います。 

未筆となりましたが，ご多忙の中で原稿の執筆にご快諾いただいた方々と，編集にご協力いた

だいた皆様に心よりお礼申し上げます。

本号担当：山中光一，西村淳，内村太郎
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3月号は、二期 8年にわたり国際ジオシンセティックス学会で理事を務められた勝見武教授に、理事

活動のご経験を通して感じられた、海外における情報交流の国境の低さ、マイクロプラスチック問題

など関連社会問題に素早く対応される委員会活動などへのご感想とともに、今後国内でもあるべき姿

勢などについてご執筆いただきました。勝見教授におかれましては、ご多忙中にも関わらずご執筆賜

り、ありがとうございました。

毎年 3月号は年末に開催のシンポジウムの席上で表彰されたジオシンセティックス学会日本支部賞

を受賞された皆様から、「受賞に際して」をご執筆いただくことが恒例になっております。この 3月号

でも、年末 12月に対面と webを組み合わせたハイブリッド形式での表彰の状況に関して表彰委員会の

ご報告とともに、表彰を受けられた皆様から受賞に際しての原稿を執筆いただき掲載させていただき

ました。急なご依頼に対しましてご対応いただき感謝申し上げます。

コロナ禍も約 3年経過しました。この 3月 13日からは政府のマスク着用基準変更など新たな場面に

移行しようとしています。留意は今後も継続する中、少し web通信に慣らされてきた状況に対して、

展望で勝見教授もご記載の「欧米の一足早い国際的な往来など」のように交流の活発化を期待してし

まいます。

末筆となりますが、ご多忙の中、原稿のご執筆にご協力いただきました方々に心から御礼申し上げ

ます。

本号担当 : 高橋真一、小浪岳治、竹本慎一
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